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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月19日(2013.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナフサ沸点範囲原料を選択的水素化する方法であって、
　ナフサ沸点範囲原料を、効果的な選択的水素化脱硫条件下に、水素化脱硫触媒および有
効量の抑制剤の存在下で反応器に導入して、生成物硫黄含有量を有する水素化脱硫原料を
製造する工程であって、前記選択的水素化脱硫条件には、触媒の加重平均床温度が含まれ
る工程、および
　前記抑制剤が少なくとも実質的に前記反応器から除去されるまで、前記水素化脱硫原料
における前記生成物硫黄含有量を保持するのに効果的な選択的水素化脱硫条件下に、ナフ
サ沸点原料を反応器に導入しつつ、前記抑制剤の量を低減すると共に、加重平均床温度を
上昇させる工程であって、
　前記抑制剤は、加重平均床温度が反応開始時の加重平均床温度に対して８゜Ｆ（４℃）
上昇する前に、実質的に反応器から除去され、
　前記生成物硫黄含有量は、実質的に一定量の硫黄５ｗｐｐｍ～１５０ｗｐｐｍで保持さ
れる工程
を含む方法。
【請求項２】
　抑制剤の量の低減を開始した後に、前記加重平均床温度を低減させないことを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　抑制剤の量の低減を開始した後に、水素化の開始時の温度に対して、前記加重平均床温
度を８゜Ｆ（４℃）以下低減させることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　抑制剤の量の低減を開始した後に、水素化中の温度に対して、前記加重平均床温度を８
゜Ｆ（４℃）以下低減させることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　水素化脱硫原料の前記生成物硫黄含有量を監視する工程を更に含み、
　抑制剤の量の低減および加重平均床温度の上昇の両方が、監視される生成物硫黄含有量
に応答することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　水素化の開始時の温度に対して温度が６゜Ｆ（３℃）上昇する前に、前記抑制剤が実質
的に除去されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記実質的に一定量の硫黄は、７５ｗｐｐｍ未満であることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　前記実質的に一定量の硫黄は、１０ｗｐｐｍ～３０ｗｐｐｍであることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項９】
　反応器中、前記抑制剤を、１０ｗｐｐｍ以下のレベルまで低減することを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　反応器中、前記抑制剤を反応器から除去することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ナフサ沸点範囲原料を選択的水素化する方法であって、
　ナフサ沸点範囲原料を、効果的な選択的水素化脱硫条件下に、水素化脱硫触媒および有
効量の抑制剤の存在下で反応器に導入して、生成物硫黄含有量を有する水素化脱硫原料を
製造する工程であって、前記選択的水素化脱硫条件には、触媒の加重平均床温度が含まれ
る工程、および
　前記抑制剤が少なくとも実質的に前記反応器から除去されるまで、前記水素化脱硫原料
における前記生成物硫黄含有量を保持するのに効果的な選択的水素化脱硫条件下に、ナフ
サ沸点原料を反応器に導入しつつ、前記抑制剤の量を低減する工程であって、
　前記生成物硫黄含有量は、実質的に一定量の硫黄５ｗｐｐｍ～１５０ｗｐｐｍで保持さ
れる工程
を含むことを特徴とするナフサ沸点範囲原料の選択的水素化方法。
【請求項１２】
　水素化脱硫原料の前記生成物硫黄含有量を監視する工程を更に含み、
　抑制剤の量の低減が、監視される生成物硫黄含有量に応答することを特徴とする請求項
１１に記載の方法。
【請求項１３】
　反応器中、前記抑制剤を、１０ｗｐｐｍ以下のレベルまで低減することを特徴とする請
求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　反応器中、前記抑制剤を、抑制剤のピークレベルの５％以下のレベルまで低減すること
を特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　水素化開始時の前記加重平均床温度は、４５０゜Ｆ（２３２℃）～５７５゜Ｆ（３０２
℃）であることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　水素化終了時の前記加重平均床温度は、５５０゜Ｆ（２８８℃）～７５０゜Ｆ（３９９
℃）であることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　水素化終了時の前記加重平均床温度は、運転開始時の温度と運転終了時の温度の差７５
゜Ｆ（４２℃）～２５０゜Ｆ（１３９℃）以下に対応することを特徴とする請求項１１に
記載の方法。
【請求項１８】
　水素化終了時の前記加重平均床温度は、運転開始時の温度と運転終了時の温度の差１５
０゜Ｆ（８３℃）以下に対応することを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記効果的な選択的水素化脱硫条件には、圧力６０ｐｓｉｇ（４１０ｋＰａｇ）～８０
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０ｐｓｉｇ（５．５ＭＰａｇ）、水素原料速度５００ｓｃｆ／ｂ（８４Ｎｍ３／ｍ３）～
６０００ｓｃｆ／ｂ（１０００Ｎｍ３／ｍ３）、および液空間速度０．５時－１～１５時
－１が含まれることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記効果的な選択的水素化脱硫条件には、圧力２００ｐｓｉｇ（１．４ＭＰａｇ）～５
００ｐｓｉｇ（３．４ＭＰａｇ）、水素原料速度１０００ｓｃｆ／ｂ（１７０Ｎｍ３／ｍ
３）～３０００ｓｃｆ／ｂ（５００Ｎｍ３／ｍ３）、および液空間速度０．５時－１～１
０時－１が含まれることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
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